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　心臓は通常、自分で電気信号を出して規則正しく動いています。
しかし、その電気信号が弱くなったり途切れたりすると、脈が遅くな
り、息切れやめまい、失神などの症状が出ます。
　そのようなときに役立つのが「ペースメーカー治療」です。小さな
機械を胸の皮膚の下に植え込み、心臓の中に細い電線（リード）を通
して取り付けます。ペースメーカーがリードを通し、必要に応じて電
気信号を送ることで、心臓の鼓動を規則正しく保ちます。

ペースメーカー治療で期待できること
● 脈が遅くなることによる、めまい・失神・息切れなどの症状を防ぐ
● 日常生活を安心して送れるようになる
● 長期的に心臓の働きを安定させる
　ペースメーカーは、この数十年で大きく進歩し、今では「小さく、長
持ちして、より自然に心臓を助ける」機械になりました。より自然に
心臓を助けるためには、心臓のどこにリードを留置するかによって
変わります。

３つの主な方法について
①心尖部ペーシング
　従来から多く行われてきた方法。電線を心臓の右下（心尖部）に
置きます。手技が安定しており、信頼性の高い方法です。ただし、長
期的には心臓の動きに負担をかけることがあるとされています。

②中隔ペーシング
　電線を心臓の真ん中（心室中隔）に置く方法。心臓の動きをより
自然に近づけ、将来的な負担を減らすことが期待されます。

③左脚エリアペーシング
　最近注目されている新しい方法。心臓の伝導路（電気の通り道）
に近い場所に電線を置くことで、心臓本来の収縮リズムに近い形で
動かすことができます。将来的に心臓の働きを守る可能性が高いと
考えられています。
　左脚エリアペーシング（LBBAP = Left Bundle Branch 
Area Pacing）は、最近注目されている新しいペースメーカー治
療法です。
　ペースメーカーのリードは、主に心臓の右室の壁に取り付けられ
てきました（心尖部ペーシング、中隔ペーシング）。この方法で脈は
整いますが、心臓の動きが本来のリズムと少しずれてしまい、長期
的には心臓に負担がかかることがあると分かってきました。
　左脚エリアペーシング は、心臓の自然なリズムに近い形で動きを
助けられる、新しいペースメーカー治療法です。従来のペーシング
で課題とされていた心臓への負担を減らせる可能性があり、今後広
がっていくことが期待されています。
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「ペースメーカー治療について」

◎藤沢税務署長表彰◎
　伊藤和司（理事）組織委員、藤沢北東副支部長・㈱ユーコーテレコム
　川延克己（理事）総務委員、藤沢西支部長・㈲丸真運輸
◎藤沢税務署長感謝状◎
　加藤芳郎（理事）広報委員、茅ヶ崎北西副支部長・㈱藤吉
　吉田和己（理事）青年部会アドバイザー、藤沢南支部第二地区幹事・㈱フォービー
　公益社団法人藤沢法人会（税務行政のＤＸに関する施策に寄与した者）
◎神奈川県知事納税功労表彰◎
　村上　進（理事）税制委員長、藤沢南支部副支部長・大旭建業㈱
　田邊勝利（前副会長）藤沢西支部第二地区幹事・㈱田辺工務店
◎藤沢県税事務所長表彰◎
　河合幸雄（理事）事業研修委員、茅ヶ崎北東副支部長・㈲三河屋
◎藤沢法人会会長感謝状◎
　入内嶋早司（理事）税制委員、藤沢北東副支部長・㈱入内嶋土建
　杉田祐一（監事）茅ヶ崎北西支部第六地区長・税理士法人まこと会計
　西尾雄一郎（理事）厚生委員、藤沢南副支部長・㈱西尾建設
　富田桂司（元理事）事業研修委員、茅ヶ崎北西支部第四副地区長・茅ヶ崎石材工業㈱
以上の方の他、弊会理事で他の税務団体役員として受彰された方は次の通りです。
◎東京国税局長表彰◎  　 村上　進 理事（藤沢間税会 会長）
◎藤沢税務署長表彰◎　　櫻井貴裕 理事（藤沢間税会 常任理事）
◎藤沢税務署長感謝状◎　田島義一 理事（藤沢酒類懇話会 副会長）

受彰者の皆様おめでとうございます！令和７年度納税表彰
　藤沢税務署と税務関係団体による令和７年度納税表彰式が、11月13日(木)に藤沢商工会館ミナパークで開催されました。
藤沢法人会関係で表彰された方は次の通りです。【敬称略、五十音順】

【上段左より】 入内嶋氏、杉田氏、西尾氏、河合氏、吉田氏、
                  田島氏(藤沢酒類懇話会副会長)
【下段左より】 富田氏、加藤氏、村上氏(藤沢間税会会長)、
　　　　　    前田署長、相原会長、田邊氏、伊藤氏、川延氏
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藤沢法人会は
e-Taxを推進しています！

新年あけましておめでとうございます。
令和８年の年頭に当たり、謹んで

ごあいさつ申し上げます。
旧年中は、相原会長をはじめ公益

社団法人藤沢法人会の皆様方には、
税務行政に対しまして深いご理解と
多大なるご協力を賜り、厚く御礼申し
上げます。

貴会の昨年の活動を振り返ります
と、新設・決算等の「各種説明会」、
レディースアカデミーなどの「各種セ
ミナー」、舞の海秀平氏による「税を考える週間の協賛講演会」、
藤沢市民まつりをはじめとする地域主催のイベントでの「税の
広報活動」、管内の小学生を対象とする「税に関する絵はがき
コンクール」、更には「租税教室」の講師として教壇に立って活
躍していただくなど、幅広い活動を通じて税知識の普及や納税
意識の高揚に大きく寄与されました。
また、昨年は、昭和 25年４月１日の設立から75周年を迎

えた節目の年であり、記念式典を盛大に挙行されるとともに、
80周年、そして100周年へ向けた新たな一歩を踏み出されま
した。
本年以降も、藤沢市、茅ケ崎市及び寒川町における公的な

役割を担う団体として充実した活動を通じて、税のオピニオン
リーダーとして国と社会の繁栄に貢献いただけることを期待申
し上げます。

さて、国税庁では「あらゆる税務手続が税務署に行かずに
できる社会」という将来像を掲げ、税務行政のデジタル化に取
り組んでおります。
一般的な国税に関する相談、国税の納付手続き、申請書や

申告書の提出、納税証明書の交付請求などが、税務署に行く
ことなく各種手続きが完了できる環境整備をしておりますので、
是非ご利用いただきますようお願い申し上げます。
また、「給与所得の源泉徴収票の e-Tax 提出」や財務諸

表や勘定科目内訳明細書等の添付書類をe-Taxで送信する
「ALL e-Tax」など、前年に引き続き、ご協力の程、よろしく
お願いいたします。

結びに当たりまして、藤沢法人会が益々ご発展されますこと
と、会員の皆様にとって令和８年が素晴らしい年になりますこ
とを心より祈念いたしまして、新年のあいさつとさせていただ
きます。

新年のごあいさつ
　明けましておめでとうございます。謹んで新
年のご祝詞を申し上げます。
　旧年は役員改選の年でありました。新しい役
員の顔ぶれの元、多くの会員皆様の支部活動
をはじめ、各委員会活動、部会活動などの様々
な活動にご理解とご協力、そして何よりも多く
のご参加を頂き、厚く御礼申し上げます。お陰
様で、コロナ禍で実行できなかった周年事業も
７５周年として無事に終えることが出来ました。
会員の皆様のご協力とご理解に重ねて御礼申
し上げます。
　県連の中でも多くの会員を擁し、元気で活
発な単会として藤沢法人会は評価をいただいております。様々な活動が
盛んに行われています。本誌「しおかぜ」をご覧いただき、ご興味の有
る活動には是非ご参加いただき、多くのお仲間と更なるご交流が深まり
ますように、ご協力を重ねてお願い申し上げます。
　「後から来る人のために」とご挨拶で申し上げました。そして、「もっと
身近に、今あなたが座っているその場所に、次に座る方が気持ちよく座
れるように、気遣いをしましょう」と、会員相互の「思いやり」を大切に、もっ
と会員相互の絆が深められますようにとも申し上げました。実はその後
が有ります。「今、出来ることを本気でやろう」と。勿論、後世に繋ぐ事
が大事ですし、そのことに注力することも大切と考えています。私たち
の大切な財産である会館の存続もとても大切な事柄ですが、残念ながら
経年劣化は避けられず、更新の時期が迫っています。耐震化工事で対応
する案もありましたが、他の設備の老朽化、設計上の問題等も有、建て
替えの方向性を選択することが見えてきています。今後、皆様のお知恵
も頂き、より良い方向性を見出せればと考えていますので、ご意見など
頂ければ幸いです。
　近年、DX化をはじめとして税制、手続き関係が大きく変化しました。
書類や申請、提出方法も大きく変わりました。企業経営に関する税制の
様々な手続きは勿論、個人的な申請も学ばなければならない事柄が山
積みではあります。皆様の相互のご交流、ご活躍を通じて法人会として
の学ぶ場のメリットを最大限に活用して頂き、正しい知識を構築し、企
業やお仕事の更なる発展を目指しましょう。そして、そのメリットをお知
り合いや関係の方々にもお伝えして頂き、仲間を増やして頂ければなお
幸いです。
　結びに、インフルエンザや感染性の胃腸炎など相変わらず流行してい
るようです。企業を存続、維持するためにも、経営者は勿論、働く全て
の人 、々加えてご家族の健康管理も企業経営には大変重要な事柄です。
受託保険会社様からご紹介される人間ドック、健康診断なども最大限利
用していただき、健康で笑顔溢れる毎日を送りましょう。
　会員の皆様、会員企業の従業員や関係者の皆様の益々のご健勝、
ご発展を心よりご祈念申し上げ、年頭のご挨拶とさせて頂きます。

令和７年度の社会貢献活動一環として、第１回ごしょみフェスタ、第２５回湘南台ファンタジア、第４１回寒川町産業まつりに参
加し、一般来場者に“税に関するパンフレット”を配布しました。
また、創立７５周年記念式典内で二市一町への寄贈を行いましたが、藤沢市に対する寄贈物品が市内の地元産のお米だったこ
ともあり、収穫を待ってからの寄贈となり、藤沢市役所にて「はるみ」「キヌヒカリ」「てんこもり」の３種（５㎏を６３袋）の贈
呈式を行いました。

●10月25日 ( 土 )…
第1回ごしょみフェスタ
(御所見公民館 )

●10月 26日 (日 )…
第 25回湘南台ファンタジア
( 湘南台公園 )

●11月13日 (木 )…
社会貢献活動贈呈式
( 藤沢市役所 )

●11月16日 (日 )…
第 41回寒川町産業まつり
(さむかわ中央公園 )

社会貢献活動

会　長　相原 厚志 藤沢税務署長　前田 真宏
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